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十字架の友に宛てた手紙 

 

1．神の十字架が私を隠し、話す事を禁じておられますので、イエズス・キリストの崇む

べき十字架におけるあなた方の同盟の卓越性と神聖な実践とに関する私の心の感情

を開示する為に、あなた方にお話しする事は私には出来ませんし、またそうしたいとさえ

望んでもおりません。 

 しかしながら、本日、私の与る黙想会の最終日に、あなた方の高貴な心を貫く、十字

架に関する優美な閃（ひらめ）きを幾つかこの紙面に得る為、私は、言わば、我が内面

の甘美なる隠居から出ます。これらの閃きを掻き立てるには、私のペンのインクの代わり

に、私の血管の血以外、何も必要なければ良かったのですが！しかし、悲しいかな！そ

れが仮に必要だとしても、私の血はあまりにも罪の匂いがします。ですから、活ける神の

霊が、生命と同様、この手紙の力及び内容となりますように；さらに、彼の塗油が私の文

箱（ふばこ）のインクとなり；神の十字架が私のペンとなり；そしてあなた方の心が私の紙

となりますように！ 

 

【I. 十字架の友という同盟の卓越性】 

 

2．十字架の友よ、あなた方は、修道士や修道女たちの様に、征服されるという恐れから、

世俗を避ける事によってではなく；誰もが怯（ひる）む事も敵に背を向ける事もせずに、

戦場で戦っている雄々しく勇敢な戦士たちの様に、世俗と戦う為に、十字架に釘付けら

れた兵士として共に団結しています。しっかりして下さい！勇ましく戦うのです！申し分

なく統一された王国の対外的軍隊が、その国の敵にとって強く恐ろしい以上に、世俗と

地獄にとって、それより無限に強く恐ろしい知性と心の強固な結びつきによってしっかり



団結して下さい。悪魔たちはあなた方を滅ぼす為に団結しますが、あなた方は彼らを打

ち負かす為に団結するのです。守銭奴たちは、金と銀を不正に取引して手に入れる為

に団結しますが、あなた方は十字架の内に隠された永遠の宝物を獲得する為に団結し

て下さい。放蕩者たちは楽しむ為に団結しますが、あなた方は苦しむ為に団結して下さ

い。 

 

【A．十字架の友という肩書の偉大さ】 

3．あなた方は自分のころを『十字架の友』と呼びます。この肩書の何と偉大な事か！

私はそれについて嬉しく目が眩むのを認めます。それは太陽よりも輝かしく、天よりも高く、

王や皇帝たちの最も壮麗な肩書よりも華々しく壮大です。それは、真の神であると同時

に真の人であるイエズス・キリストの偉大な肩書：つまり、キリスト教徒の明白な肩書なの

です。 

4．しかし、その輝かしさを嬉しく思ってはいても、その重さに私はぞっとさせられるのです。

この肩書の内に隠され、”Genus electum, regale sacerdotium, gens sancta, populous 

adquisitionis （選ばれし民族、王の司祭職、聖なる民、贖われた民）”という聖霊の聖

言葉によって表現されている義務はどれほど不可欠で困難なものでしょう！十字架の友

とは、理性よりも高く上げられ、人生と純粋な信仰の光と燃える愛とを以て様々な感覚に

真っ向から対立する完全に神的な人となる為、感覚と唯一の理性に従って生きる一万

人の中から、神によって選ばれた人なのです。十字架の友は全能の王であり、悪魔と世

俗、そして三つの欲望の中の肉欲に打ち勝った英雄です。辱めに対する愛により、彼は

サタンの傲慢を打ちのめし、清貧に対する愛により、世の吝嗇に打ち勝ち、苦しみに対

する愛により、肉の官能性を鈍らせるのです。十字架の友は、その心は時代遅れで、滅

びゆく全てのものよりも高くあげられており、その会話は天の内にあって、現世をよそ者か

つ巡礼者として過ごしますが、それに心を奪われる事などなく、無関心の左目でそれを

見つめ、軽蔑を込めてそれを踏みにじります。十字架の友は、カルワリオの丘の上で、

聖なる御母との一致の内に釘付けられたイエズス・キリストによる華々しい獲得物であり、

それはキリストの悲しむ御心の中で産み出され、キリストの貫かれた右脇腹を通してこの

世に生まれ、キリストの御血により完全に赤く染められた、キリストの御苦しみと御右手の

子である、一人のベン・ノニ（Bénoni）あるいはベンジャミン（Benjamin）なのです。自身

の血まみれの家柄を保つので、この世では神の内にイエズス・キリストと共に完全に隠さ

れる為に、彼は十字架と血以外、そして世俗、肉欲、罪に対する死以外に呼吸する事

がありません。 



 つまり、十字架の完璧な友は、キリストの真の運び人というより、一人のイエズス・キリス

ト（un Jésus-Christ）である事から、『Vivo, jam non ego, vivit vero in me Christus：私

は生きているが、もはや私ではなく、実にキリストが私の内に生き給うのである。』と誠意

をもって言う事が出来るのです。 

5．我が親愛なる十字架の友よ、自分の行動を通して、あなた方は自分たちの肩書が

意味するような者でありますか？あるいは、少なくとも、カルワリオの十字架と憐みの貴

婦人＜聖母＞の陰にあって、神の恩寵によってそうなりたいという正しい望みと真の意

志をあなた方はお持ちでしょうか？あなた方はその為に必要な手段を講じておられます

か？あなた方はカルワリオの狭く刺々しい道である、人生の真の道に入りましたか？あ

なた方はその事を考えもせず、滅びの道である、世俗の広い道にいるのではありません

か？人間にとっては真っ直ぐで安全に見えても、死へと案内する一つの道がある事をあ

なた方は十分御存じですか？ 

6. 神および神の恩寵の声と、世俗および自然界の声とをあなた方は十分に聞き分け

ていますか？世俗の諸欲に従う者全てに対し『vae, vae, vae habitantibus in terra： 地

に住む者たちは災いなるかな、災いなるかな、災いなるかな』という三重の呪い後で、

『Separamini, popule meus：離別せよ、我が選ばれし民よ、我が子の十字架の親愛な

る友よ；我が威光により呪われ、我が子により破門され、我が聖霊によって断罪された世

俗のものから離別せよ』と、両腕を広げつつ、愛情込めてお叫びになっておられる我らの

良き御父であられる神の御声が良く聞こえますか？完全に毒された彼らの席に座るな、

彼らの助言に従うな、彼らの道に立ち止まりさえするな。かの偉大で忌まわしいバビロン

の中心から逃げ出せ；あなた方の道となり、あなた方の真理となり、あなた方の命となり、

またあなた方の模範となる為に私があなた方に与えた親愛なる我が子の声だけに耳を

傾け、その足跡だけに従え：つまり『Ipsum audite：彼に聞け』。 『Venite post me：私に

従え』；私に従う者は、もはや闇の中を歩かない；『confidite, ego vinci mundum：信頼

せよ、私は世に打ち勝った』とあなた方に叫ぶ、十字架を担わされた、愛すべきイエズ

スにあなた方は耳を傾けていますか？ 

 

【B．二つの集団】 

7. これこそ、我が親愛なる同僚たちよ、これこそが日々現れる二つの集団であります：

つまりイエズス・キリストの集団と世俗のそれです。我らの愛すべき救い主の集団は右側

にあり、登りの、窮屈で、世俗の退廃によりかつてないほどに狭められてしまった道にあり

ます。この良き教師（Ce bon Maître＝聖主イエズス・キリスト）はそこでは先頭にお立ち



になり、裸足で歩いておられ、その御頭は棘（いばら）の冠を被されていて、その御身体

は完全に血に染まり、重い十字架を一つ担わされておられます。そこには一握りの人々

しかいませんが、この教師に従うほど最も勇敢な人々です。何故なら世俗の喧騒のただ

中では、彼の非常に繊細な御声が人々には聞こえないか；彼の清貧、苦悩、恥辱にお

いて、さらに彼に奉仕する為に、生涯に亘って日常どうしても担わなければならないその

他の十字架において、彼の後に従う勇気が人々にはないからです。 

8. 左側には、最も大きく、最も壮麗であり、少なくとも見た目は最も輝かしい、世俗又は

悪魔の集団があります。大多数の人々は皆そこに雪崩込（なだれこ）み；そこに向かう道

は広く、奔流の様にそこを通る群衆によってこれまでにないほど拡張されているにもかか

わらず、彼らはそこでひしめき合っており； 花で覆われ、快楽と遊戯に囲まれ、金銀に

塗（まみ）れています。 

9. 右側にあるイエズス・キリストに従う小さな群れは、涙、苦行、祈り、そして世俗の軽

視以外何も語らず；嗚咽（おえつ）により途切れた次の言葉が絶えず聞こえます：『苦しも

う、泣こう、断食しょう、祈ろう、隠れよう、遜（へりくだ）ろう、貧しくなろう、苦行しよう；十字

架の精神であるイエズス・キリストの精神を持たない者は、もはや彼のものではないから

だ； イエズス・キリストのものである者たちは、自らの肉体をその欲望と共に十字架に釘

付けにしたのである； イエズス・キリストの御姿に一致するか、滅びなければならない。

彼らは、勇気を出せ！勇気をだせ！と叫ぶ。もし神が我々の味方であり、我々の内にお

り、我々の先頭に立っておられるなら、誰が我々に逆らうだろうか？我々の内におられる

御方は、世俗にある者よりも強いのだ。下僕は主人と同等ではない。一つの軽微な苦難

の瞬間は栄光の朽ちない目方を生み出す。選ばれた者は人々が考えるほど多くない。

そこには天国を力ずくで奪う大胆で激しい者たちしかおらず；流行にではなく、福音に従

って正当に戦った者しか栄冠を受けないだろう。だから力を出して戦おう、この目的に

達する為、その栄冠を勝ち取る為に、もっと早く走ろう！』。 以上は神の御言葉であり、

十字架の友はこれにより互いを元気づけるのです。 

10.  その逆に、俗人たちはその悪意に固執する方に突き動かされるので、毎日こう叫

んでいます：『人生だ、人生！平和だ、平和！喜びだよ、喜び！食べて、飲んで、歌っ

て、踊って、楽しもうよ！神は善い方で、神は滅ぼす為に我々をお創りになったわけじゃ

ないんだ；神は気晴らしを禁じてなどいない；我々はその為に地獄に堕ちたりはしないだ

ろう；心配は無用！non moriemini（ノン・モリエ―ミニ：我々は死なないだろう）など。』

と。 

11. 我が親愛なる同僚たちよ、私たちの善きイエズスが今皆さんをご覧になり、一人ひ

とり別々にこう仰っている事を忘れないように：『十字架の王道にあって、殆ど全ての者



が私を見捨ててしまう。盲目な偶像崇拝者たちは、我が十字架をまるで狂気でもあるか

のように嘲（あざけ）り、頑ななユダヤ人たちは、憎しみの対象でもあるかのようにそれに

憤慨し；異端者たちは、それを壊し、軽蔑に値するものかの如く葬り去っている。ところが、

両目に溢れる涙と苦悩に貫かれた心以外、私には語れない事がある、それは我が胸の

中で育み、我が学び舎で教育した我が子ら、そして我が精神（mon esprit）を以て突き

動かした肢体たちが、我が十字架の敵となる事で私を見捨て、軽蔑したという事なの

だ！－Numquid et vos vultis abire? そしてあなた達、あなた達もまた、十字架につい

ては反キリストたち：antichristi multi（多くの反キリストたち）と同程度の俗人たち同様

に、我が十字架を避ける事で、この私を見捨てたいと少しも思わないのか？あなた達は

この時代に順応し、富を追い求める為に、我が十字架の貧しさを軽蔑し； 快楽を求め

る為に、我が十字架の苦悩を避け、名誉を切望する為に、我が十字架から来る屈辱を

免れたいか？一見して私には沢山の友人がいる、しかし彼らは、私を愛していると主張

しているが、その実、我が十字架を愛さないのであるから、私を嫌っているのだ；我が食

卓の友人は多くいるが、我が十字架のそれは非常に少ないのである。』 

12. イエズスからのこの甘美な呼びかけに対し、私たちは自分を超越しましょう；イヴ同

様に、官能に誘惑されないようにして下さい； 十字架に磔（はりつけ）にされたイエズス

という、私たちの信仰の創始者にして完成者だけを見つめましょう； 堕落した人々の色

欲による退廃を逃れましょう； そして美しいやり方、つまりありとあらゆる十字架を通して、

イエズス・キリストを愛しましょう。私たちの愛すべき師が下さった、キリスト教生活の全完

徳を内に秘めている、この驚くべき御言葉を黙想しましょう： 『Si quis vult venire post 

me, abneget semetipsun, et tollat crucem suam, et sequitur me! （もしある人が私の

後について行きたいと望むならば、彼は自分を棄て、自分の十字架を担い、私の後に

従え！）』 

 

【Ⅱ. キリスト教的完徳の実践】 

13. 全キリスト教的完徳は、実際に、以下の様にする事にあります：1 聖人になりたいと

望む事：『もしある人が私の後について来たいならば』；2 慎む事：『自分自身を棄てるよ

うに』；3苦しむ事：『自分の十字架を担いなさい』；4行動する事：『私に従いなさい！』 

 

【A. ≪もしある人が私に従いたいならば≫】 

 



14. 『Si quis』、もしある人が； 『ある人』であって『ある人々』ではないのは、自分の十

字架を担う事により、十字架に磔（はりつけ）にされたイエズス・キリストに従う事を望んで

いる選ばれし人々の少ない人数を強調する為です。もし私たちがそれについて知れば、

苦しみのあまり気絶しそうになる程に、それは非常に少ない、非常に少数なのです。ニ

ル聖神父（le saint abbé Nil）が伝えているところによれば、聖エフレム（Saint Ephrem）

及びその他数名に続いて、若干の聖人たち、とりわけ登塔者聖シメオン（Saint Siméon 

Stylite）に明かされた様に、それは一万人の中からせいぜい一人というくらい、非常に少

数なのです。もし神が彼らをお集めになりたいとお考えになるとすれば、彼はかつて一

人の予言者の口を通してされたように、こう叫ぶ事でしょう：『Congregamini unus et 

unus』、つまり、この地方から一人、この王国から一人、一人ずつ集まれと。 

15.  『Si quis voult』とは、もしある人が真の意志、つまり風習や自尊心、私欲もしくは

世間体という性質によってではなく、万人に御自身をお示しにならない：『non omnibus 

datum est nosse mysterium』 御方であられる、聖霊の完勝の恩寵によって、完全かつ

決然たる意志を持っているならばという意味です。現実に、十字架の奥義に関する知識

は、極僅かの人にしか与えられません。人は、カルワリオに登り、そこでイエズスと共に

十字架に釘づけられる為に、自分自身の国の真ん中において、勇者、英雄、決然たる

人、さらにこの世と地獄、また自らの肉体と自分自身の意志とを軽蔑する、神において

高められた人、イエズス・キリストの為には全てを去り、全てに取り掛かり、全てを耐え忍

ぼうと決意した人でなければならないのです。親愛なる十字架の友よ、あなた方の中で

この決意を持たない者は、一本の足でしか歩かず、一枚の翼でしか飛ばないのであっ

て、あなた方の中にいるのに相応しくない事をよく理解しておいて下さい。何故なら、彼

らは『corde magno et animo volenti：大いなる心と自発的な霊とを以て』 イエズス・キ

リストと同時に愛さなければならない、十字架の友と呼ばれるに相応しくないからです。

疥癬（かいせん）に罹（かか）った一匹の雌羊と同様に、群れ全体を腐らせるには、この

ように中途半端な意志があれば十分なのです。もし、世俗の有害な扉から、あなたの羊

小屋に入ってしまった雌羊が既にいれば、それをまるで雌羊たちの中に入り込んだ一頭

の狼のように、十字架に架けられたイエズス・キリストの御名によって、追い払いなさい！  

16．『Si quis vult post me venire』、もしある人が、人間よりもむしろ蛆虫となるほどに、

『ego sum vermis et non homo』、侮辱され、打ちのめされた、私に従いたいと思うなら

ば； 十字架を抱擁する為だけにこの世に来た： 『ecce venio』 私に従いたいと思うなら

ば； つまり十字架を我が心の真ん中に置く為だけに、『in medio cordis』； 我が青少年

期から早くも十字架を愛する為だけに、『hanc amavi a junentute mea』； 我が生涯の

間、十字架を熱望する為だけに、『quomodo coarctor?』、；天国と地上にある全ての楽

しみと悦楽より十字架を好む事により、喜んでそれを担う為だけに、『proposito sibi 

gaudio, sustinuit crucem』、この世に生まれた私に従いたいと思うならば、要するに、十



字架による神との抱擁の中で息絶えた時にだけ満足したこの私に従いたいと思うならば、

という意味です。 

 

【B. ≪自分を放棄しなさい≫】 

 

17. ですから、もしある人が、このように打ちのめされ十字架に釘付けにされた私に従い

たいと望むなら、私同様に、その人は、貧しさと侮辱、そして我が十字架の苦悩におい

てのみ誇りなさい：『abneget semetipsum』、つまり自分を放棄しなさい！ 

強情かつ自分の知識と才能に慢心する病的天狗や浮世の賢者たち、そして大天才

と自由思想家たちは、十字架の友の伴侶から程遠い！大言壮語して虚栄心の産物以

外の産物を何一つもたらさない大饒舌家たちはそれから程遠い！『non sum sicut 

ceteri』 と、高慢なるルシファーの取り澄ました態度を至る所で取り、頭ごなしに非難さ

れたり、無抵攻のまま攻撃され、立ち直る間もなく蔑められたりする事に我慢ならない信

心深い無礼者たちはそれから程遠い！最小の注射を恐れ、極僅かな痛みに大声を上

げて愚痴をこぼす者や、毛衣、苦行衣、鞭、さらにその他の苦行の道具を一度も経験し

たことがない者、さらに、自分たちが行う流行りの信心の中に、最高に白粉（おしろい）を

塗りたくった優雅さと、最高に手の込んだ安楽さ（immortification）とを混ぜ込む過敏で

享楽的な者をあなた方の伴侶に迎え入れないよう十分に気を付けて下さい。 

 

【C. ≪自分の十字架を担いなさい≫】 

 

18．『Tollat crucem suam』。彼は自分の十字架を担いなさい；『suam』、自分の十字架

を！あの人、この男、全世界でさえ支払えないほどの値打ちを持つ、『de ultimis 

finibus pretium ejus』、この珍しい女は、他人の十字架ではなく、自分の十字架を喜ん

で抱き上げ、情熱を込めて接吻し、勇ましく肩に担いなさい：‐私が我が上智を通して、

数量と重さと大きさを伴って作り上げた自分の十字架を；‐私がこの手で、大いなる正確

さを以て、四寸法、即ち：厚さ、長さ、幅、奥行き（son épaisseur, sa longueur, sa 

largeur et sa prodondeur）に合わせた自分の十字架を；‐彼に対して抱く無限の善意

の結果として、私がカルワリオ上で担った十字架の一部から切り取って、彼の為に作り

上げた自分の十字架を；‐厚さとしては、死ぬまでの毎日、我が摂理により起きる事にな

っている、富の消失や苦悩、病気と霊的な苦しみから構成された、自分の十字架を；‐

長さとしては、中傷に打ちひしがれ、病床に横たわり、物乞いを余儀なくされ、誘惑、無

味乾燥、孤独、そしてその他の精神的苦痛に苦しめられなければならない数か月もしく

は数日というある一定の期間から構成された自分の十字架を；‐幅としては、友人にせよ、

使用人あるいは自分の両親にせよ、周囲がもたらす最も耐え難く非常に辛辣な全ての

状況により構成された自分の十字架を；‐最後に、奥行きとしては、私の命令により、まさ



に彼に背を向けて彼を苦しませる為に私と団結するであろう被造物たちの内に慰めを

見出す事もなく、私が彼を深く悲しめる為に用いる最も隠れた苦しみにより構成された自

分の十字架を。 

 

19. 『Tollat』、自分の十字架を担いなさい！であって、それを引きずりなさいとも、振り

落とし、切除し、隠しなさいとも言っていない！すなわち：自分の十字架を、苛立ちや憂

鬱さ、愚痴や故意の不平もなく、＜十字架の他者への＞分配や当然の手加減もせず、

恥と外聞を捨てて、十字架を手に高く保持しなさい！『Tollat』、つまり、聖パウロと共に、

『Mihi absit gloriari nisi in cruce Domini nostril Jesu Christi!』 と言いながら、自分

の十字架を額に置きなさい。我が師、我らの聖主イエズス・キリストの十字架以外のも

のを私は決して誇りとしない！この十字架が征服の武器及び己が帝国の王権となる為、

イエズス・キリストに倣い、それを肩に担いなさい：『(imperium)principatus (ejus) super 

humerum ejus』。要するに、自分の十字架を、神に対する汚れない愛から、消える事な

く昼夜燃えている燃える木の茂み（un buisson ardent）とする為に、愛によりそれを自分

の心の中に置きなさい。 

 

20. 『Crucem』、十字架を； イエズス・キリストの為に何かを耐え忍ぶ事ほどに必要で、

有益にして甘美、そして名誉あるものはないのであるから、それを担いなさい。 

 

【1．『これほど必要なものは何もない』】 

 

 【罪人たちにとって！】 

 

21. 親愛なる十字架の友よ、実際にあなた方は罪人であり； あなた方の中に、地獄に

値しない者など一人もおらず、この私などは、誰よりもそれに値します。私たちの罪は現

世か来世で罰せられなければなりません； もしそれらがこの世で罰せられるとすれば、

後の世で罰せられる事はないでしょう。もし神がこれらの罪を私たちと共同で罰して下さ

るなら、この罰は愛情に満ちたものとなるでしょう： つまりそれは、この世に君臨して、懲

らしめるであろう御憐みであって、厳格な正義ではないのです； 従って、この懲罰は現

世及び来世における報いを伴う、優しさと功徳が添えられた、軽くて一時的なものとなる

でしょう。 

 

22. しかし、もし私たちの犯した罪に対する懲罰が来世に取っておかれるとしたら、それ

は破壊し尽くして懲罰を下す、神の復讐する正義となるでしょう！それは恐ろしく、

『horrendum』、筆舌に尽くしがたい、人知を超えた懲罰です： 『quis novit potestatem 

irae tuae?（誰が御身の御怒りの力を知っているか？）』 憐みなき懲罰、『judicium 



sine misericordia』、それは同情、安らぎ、功徳、そして限度と終わりのない懲罰。そうで

す、終わりのないものです、そしてあなた方が犯したひと時の大罪や、あなた方の知覚

から逃れた悪質で自発的な考え、風が運んできた言葉、神の掟に反する束の間の小さ

な行為は、またこの復讐の神があなた方の凄まじい責苦や、岩を割りかねない嗚咽や

涙を憐れんで下さる筈もなく、神が神であろう限り、悪魔たちと一緒に地獄で永遠に罰

せられるでしょう！ 

 

23. この世で私たちが何らかの苦しみを耐え忍ぶ時、我が兄弟及び姉妹たちよ、その

事を私たちは考えているでしょうか？ならば、この十字架を忍耐して担う事により、永遠

かつ空しい苦しみと、一過的で功徳となる苦しみの極めて幸いな交換をする事につい

て嬉しく思って下さい！私たちには未返済の借金がどれだけあるでしょうか！この世で

は、非常に軽い幾つかの苦行で私たちが満足してしまうが為に、悲痛な痛悔と誠実な

罪の告白の後でさえ、その償いとして、まるまる数世紀も煉獄で苦しむに違いないであ

ろう罪を私たちは幾つ犯しているでしょうか！ああ！自分の十字架を正しく担うことにより、

和解的なこの世で償いましょう！最後の 1デナリオまで、そして無益な一言に至るまで、

全てが後の世では厳密に報いを受けるのです。悪魔が私たちの犯した全ての罪と、そ

れに起因する苦しみを書き付けた死者の書（le livre de mort）をその彼から奪う事さえ

私たちに出来るならば、後の世で一日苦しむより、この世で丸数年苦しむのを私たちは

どれほど大喜びする事でしょう！ 

 

【神の友にとって！】 

 

24. 十字架の友よ、あなた方は自分が神の友である事、又はそうなる事を望んでいると

得意になってはいけません。それなら、神の友となる為に、どうしても飲まなければなら

ない杯を飲む覚悟をして下さい： 『Calicem Domini biberunt et amici Dei facti sunt

（彼らは聖主のカリスを飲み、神の友となったのである）  』。最愛のベニヤミン

（Benjamin）は杯を頂きましたが、他の兄弟たちは小麦しか頂きませんでした。イエズ

ス・キリストの最愛の弟子（聖ヨハネ）は、彼の愛情を受け、カルワリオに登ると、杯から

飲みました。『Potestis bibere calicem?（私が飲む杯をあなた方は飲めるのか？）』 神

の栄光を望むのは良い事ですが； 完全に苦しむ覚悟もせずにそれを望むのは、無分

別かつ常軌を逸した願いというものです： 『nescitis quid petatis . . . Oportet per 

multas tribulations （あなた方は自分が願っているものを知らない . . . 多くの苦難を

経なければならない）』： しなければならない、つまり 『oportet』。それは必然であって、

避けられない事です； 私たちは多くの苦難と十字架を通して天の御国に入らなければ

ならないのです。 

 



【神の子らにとって！】 

 

25. 当然あなた方は、神の子らである事を光栄とします。では、この善き御父があなた

方にお与えになり、今後もお与えになるだろう鞭打ちを光栄として下さい、彼は御自分

の子らを一人残らず鞭で打つからです。もしあなたが彼の最愛の子の数に属していない

としたら、あなた方は、‐おお！何たる不幸！おお！何という鞭打ち！‐あなた方は、聖

アウグスティヌスが言う様に、神から見放された者たちの数に属しています。この世にお

いて、巡礼者又は余所者（よそもの）の様に泣かない者は、後の世において天の住民と

して喜ぶ事はないだろう、と同じ聖アウグスティヌスは言っています。もし天の御父が

時々何らかの有効な十字架をあなた方に送られないとしたら、それは彼がもはやあなた

方を気にかけていないという事であって、彼はあなた方に対し怒っているという事なので

す。彼はあなた方を、もはや御自分の御住まいと御保護の外にいる余所者、あるいは

父親の遺産の分け前を受け取るに値しないので、彼による世話と矯正を受けるに値し

ない私生児としか見做しません。 

 

【十字架に釘付けにされた神の弟子たちにとって！】 

 

26. 十字架に釘付けにされた神の弟子なる、十字架の友よ、十字架の玄義（ le 

mystére de la Croix）というものは、異邦人たちには知られておらず、ユダヤ人からは拒

絶されており、異端者及び悪しきカトリック教徒たちからは蔑まれている玄義であります

が； それは実際、あなた方がイエズス・キリストの学び舎で学ばねばならない玄義であ

りますし、彼の学び舎でしか学べない偉大な玄義なのです。あなた方はそれを教えてく

れる哲学者を、古代の学校という学校の中を空しく探す事になるでしょう； それは自分

の持つ諸感覚と理性の光（la lumiére des sens et de la raison）に従って無駄に行動

するからです： 御自身の勝利の恩寵によりこの玄義をあなた方に教え、かつそれを味

わわせる事が出来るのは、イエズス・キリストをおいて他に存在しないのです。ですから、

極めて偉大な師の下で、この傑出した学問に熟練して下さい、そうすれば、あなた方は

他のあらゆる学問を獲得する事になるでしょう、この学問が著しくずば抜けて他の全ての

学問を含んでいるからです。それは私たちの自然及び超自然の哲学であって、私たち

の神聖な神学かつ玄義であり、忍耐によって、最も粗雑な鉄を貴金属に、最も激しい痛

みを無上の喜びに、貧しさを豊かさに、最も激しい侮辱を栄光に変えてくれる、私たち

の賢者の石なのです。またあなた方の中で、例え A や B を知らずとも、自分の十字架

をより正しく担う術を心得ている者は、皆の中で最も博識です。偉大なる聖パウロに耳を

傾けて下さい。天使たちにさえも隠されている諸玄義を学んだところの第三天から（du 

troisièm ciel）戻った時、彼は十字架に釘付けにされたイエズス・キリスト以外に何も知

らないし、知りたくもないと叫びます。能力も学もない惨めな愚か者よ、そして哀れな女



性よ、喜んで下さい： もしあなた方が喜んで苦しむ術を知っているなら、あなた方ほど

正しく苦しむ術を知らないソルボンヌ大学の一博士よりも、あなた方はそれに関して知識

を持っているだろうからです。 

 

 【イエズス・キリストの肢体にとって！】 

 

27. あなた方はイエズス・キリストの肢体です、何たる名誉でしょう！しかし、それとして

苦しむ事がどれほど必要でしょう！頭（かしら）は棘の冠を被せられているのに、その肢

体（手足）は薔薇の冠を被せられるのですか？頭はカルワリオへの道すがら嘲弄され泥

まみれになっているのに、その肢体は王座で香水まみれになりますか？頭は休息する

為の枕一つお持ちでないというのに、その肢体は羽毛や和毛（にこげ）の上でそっと横に

なりますか？それはとんでもない化け物でしょう。違います、そうではないのです、我が親

愛なる十字架の伴侶たちよ、騙されてはなりません。至る所であなた方が目にする、流

行を追って着飾り、素晴らしく繊細で、上品かつ厳かなキリスト教徒たちは、十字架に釘

付けにされたイエズスの真の弟子でも肢体でもありません； これと反対の事を考えた瞬

間から、あなた方は棘の冠を被せられたこの頭（かしら）や福音の真理を侮辱する事に

なるのです。おお我が神よ！自分は救い主の肢体であると思い込み、最も背信的な迫

害者となっている、上辺だけのキリスト教徒たちがどれだけいることでしょう、何故なら、

手を以て彼らは十字架の印をしておきながら、内心ではその敵であるからです！もしあ

なた方がイエズス・キリストと同じ精神により導かれ、完全に棘に覆われておられるあな

た方のかしら、イエズス・キリストと同じ生涯を送るならば、棘（とげ）や鞭打ち、そして釘

以外、一言で言えば、十字架以外は何も期待してはなりません、弟子がその師と同様に

扱われ、肢体がそのかしらと同様に扱われる事は必要であるからです； もし天が、シエ

ナの聖カタリナに対してされた様に、棘の冠と薔薇の冠をあなた方に差し出すのであれ

ば、彼女と一緒に、躊躇う事なく、あなた方は棘の冠を選んで、イエズス・キリストに似た

者となる為、それを頭に押し被せて下さい。 

 

【聖霊の神殿にとって！】 

 

28. 自分が聖霊の生ける聖所（les temples vivants du Saint-Esprit）であり、各自が活

ける石として、この愛の神によって天上のエルサレムの住まいに配置されるだろう事をあ

なた方が知らないわけがありません。ですから、あなた方は十字架という金槌により切断

され、刻まれ、形を整えられるのを待って下さい、でなければ、誰もがその用途を見出さ

ず、軽蔑して遠くに投げ捨ててしまう原石のままあなた方は留まるでしょう。あなた方を打

ち付ける金槌を跳ね返さないよう気を付け、あなた方を切ってくれる鋏（はさみ）とあな

た方を裏返す手に注意して下さい！恐らく、この熟練し愛情のこもった建築家は、あな



た方をご自分の永遠の建築物の礎石の一つに、また、天の御国において最も美しい肖

像の一つにされたいのかも知れません。ですから彼に任せて下さい； 彼はあなた方を

愛しておられ、御自分がしておられる事を御存知であり、経験をお持ちだからです； 彼

の打撃の一つ一つは器用かつ愛情に満ちたものであり、あなた方が苛立ちによってそ

れを無下にしない限り、彼は決して誤った打撃を加えません。 

 

29. 聖霊は十字架を：‐ある時は、良い麦粒と塵芥を吹き分ける唐箕（とうみ）に例えて

います： ですから、抵抗などせずに、唐箕の麦粒同様に、激しく揺さぶられ掻き回され

るままになりなさい； あなた方は、一家の御父（Pére de famille）の唐箕の中におり、も

うじきその穀物倉（こくもつぐら）にいるでしょうと； －またある時は、十字架を自らの炎の

激しさを以て、鉄から錆を除去する火に例えています： 我らの神は、十字架を通して

霊魂の内に、それを浄める為に留まるが、かつての燃えさかる木の茂み（脱出の書、3．

2－3）と同様に、それを焼き尽くす事がない猛烈な炎であると ；‐またある時は、本物の

金は精錬され、贋金（にせきん）は煙と化して消え失せる鍛冶屋の坩堝（るつぼ）に十字

架を例えています： 正しい者は火の試しを我慢強く耐え忍ぶのに対し、偽者は煙とな

って炎から上がって行くと； 何故なら、苦難と試みという坩堝の中、十字架の真の友は

自らの忍耐によって浄められるのに対し、十字架の敵たちは、不忍耐と不平とにより、煙

と化してそこから立ち去ってしまうからです。 

 

 聖人たちのように苦しまなければならない . . .   

 

30．見て下さい、親愛なる十字架の友よ、あなた方の目の前で、何も言わずに、私の言

う事を立証している、証人の大群を見て下さい。順を追うなら、例えば、正義正しかった

にもかかわらず自分の兄弟に殺されたアベル（Abel）； 正義正しかったにもかかわらず

地上におけるよそ者であったアブラハム（Abraham）； 正義正しかったにもかかわらず

故郷を追われたロト（Loth）； 正義正しかったにもかかわらず自分の兄弟（エザウ）に迫

害されたヤコブ（Jacob）； 正義正しかったにもかかわらず失明に襲われたトビア

（Tobie）； 正義正しかったにもかかわらず貧しくされ、侮辱され、頭のてっぺんからつま

先まで傷を負わされたヨブ（Job）を良く見て下さい。 

 

31. 自らの血で赤く染められた数多の使徒と殉教者たち； 貧しくされ、侮辱され、追放

されて拒絶された数多くの童貞及び証聖者たちを見て下さい、彼らは皆、聖パウロと共

にこう叫んでいます： 『信仰の創始者にして完成者である、我らの善きイエズスを見よ

（ヘ 12.2）』； 私たちは彼と十字架に対して信仰を持っており； 彼は十字架を通って栄

光へと入る為に苦しまなければならなかったのだと。イエズス・キリスト以外では、優しく

罪を知らないマリアの御心の奥底まで貫いている鋭い剣を見て下さい、彼女は、原罪も



自罪も、罪を一切お持ちでありませんでした。私たちが耐え忍んでいる事など、ご両者

が耐え忍ばれた事と何一つとして比較にならないという事を証明する為、彼らの御受難

についてここで延々とお話しする事が私に出来ないとは！ 

 

32. この後で、私たちの内の誰が自分の十字架を担う事を免れ得るというのでしょう

か？私たちの内の誰が、十字架が自分を待ち受けていると知る所へ速度を上げて駆

け付けないでしょうか？誰が殉教者聖イグナチウスと共に、『イエズス・キリストを享受す

る為に、火、絞首台、獣、さらに悪魔のあらゆる拷問が私に襲い掛かりに来るように！』 

と叫ばないでしょうか？ 

 

. . . さもなければ、神から見捨てられた者たちように苦しまなければならない。 

 

33．要するに、もしあなた方が忍耐して苦しみ、救霊を予定された者として自分の十字

架を甘んじ担う事を望まないなら、神から見捨てられた者として、不平と苛立ちと共にそ

れを担う事になるでしょう。あなた方は契約の虹を鳴きながら引っ張った二頭の獣に似

た者となるでしょう。自分の意に反してイエズス・キリストの十字架そのものに手を置き、

それを担いながら、不平を言う以外には何もしなかったシレネのシモンをあなた方は模

倣する事になるのです。最後には、自分の十字架の上から奈落の底の深みに堕ちたあ

の悔い改めない盗賊に起きた事があなた方に起こります。いいえ、そうではありません、

私たちが生きているこの呪われた世が幸福な人々を生み出す事は皆無です； この闇

に包まれた国でははっきり見える事がなく； この荒れ狂った海には完璧な静けさなど全

くありません； この誘惑の地とこの戦場には全く争いが絶えず； 棘で覆われたこの世に

あって刺し傷は決して避けられません。ですから、救霊を予定された者と神に見放され

た者は、そこで自分の十字架を嫌でも担わなければならないのです。次の四行を記憶

に留めておいて下さい： 

 

お前がカルワリオに見ている十字架から一つを選べ、 

非常に賢く選ぶのだ； 

聖人として、あるいは悔い改めた者として、 

あるいは決して満足しない神に見放された者として苦しむ必要があるからだ。 

 

すなわち、もしあなた方がイエズス・キリストの様に喜びを以て、あるいは悔い改めた盗

賊の様に忍耐を以て苦しむ事を望まないならば、悔い改めない盗賊の様に、自らの意

に反して苦しまなければならず； 恩寵の慰め一つもなく、最高に苦い杯をなめ尽し、イ

エズス・キリストの力強き援助も一切なしに、自分の十字架の全重量を担わなければな

らなくなるでしょう。さらにあなた方は、十字架が自身に引き起こすであろう不忍耐を通し



て、悪魔が自らの十字架に加える致命的重量を担わなければならず、この世で悔い改

めない盗賊と一緒に不幸となった後、彼を炎の中に見つけに行かなければならなくなる

でしょう。 

 

【2．『これほど有益で甘美なものはない』】 

 

34. しかし、その反対に、もしあなた方が立派に苦しむならば、十字架は非常に心地よ

い頸木（くびき）となることでしょう、イエズス・キリストがあなた方と共にそれを担って下さ

るからです。この十字架は天に昇る霊魂の二つの翼となり； あなた方を適切かつ容易

に救いの港へと至らせる船の帆となるでしょう。あなた方の十字架を忍耐強く担って下さ

い、そうすれば、この立派に担われた十字架を通して、あなた方は自身の霊的闇の中

で照らされる事になるでしょう； というのは、誘惑により何一つ苦しまない者は、何も知ら

ないからなのです。喜んで自分の十字架を担って下さい、そうするならば、あなた方は

神の愛に抱擁されるでしょう； 聖主に対する純潔な愛における苦しみなくして誰も生き

続けはしないからです。薔薇の花は棘の中でしか摘めないものです。木が炎の糧となる

のと同様に、唯一十字架だけが神に対する愛の糧となるのです。ですから、あなた方は

『キリストに倣いて』にあるこの美しい格言を忘れないようにして下さい： 我慢強く苦しみ

ながら、『おまえが自分に対して暴力を加える程度に応じて』神への愛において『前進す

るだろう』。十字架が自分に近づく時、それを拒絶し、遠慮してそれから何も獲得しない、

過敏で怠慢な霊魂たちから何一つ大きなものを期待しないで下さい： つまりそれ（この

種の霊魂‐和訳者）は、棘しか与えない不毛の地です、何故なら、この土地は賢明な農

夫によって一切刈り取られも、踏み固められも、耕されもしないからであり； それは洗濯

にも飲むのにも適さない腐った水なのです。喜んで自分の十字架を担って下さい、そう

すれば、あなた方はそこにあなた方の敵の誰ひとり抵抗し得ない勝利の力を見出すで

しょうし、他に類を見ない魅力的な優しさをそこで味わう事になるでしょう。そうです、我

が兄弟たちよ、本当の地上の楽園とは、イエズス・キリストの為に何かを苦しむ事だと十

分理解しておいてください。全ての聖人たちにお尋ね下さい： 彼らは最大の責苦を自

分が耐え忍んだ時以外、霊魂にとって非常に美味な御馳走を一度も味わった事がない

とあなた方に言うでしょう。殉教者、聖イグナチウス（saint Ignace martyr）は、『悪魔の

全責苦が私に襲い掛かって来ますように！』と言っていました。聖テレジア（sainte 

Thérèse）は、『苦しむか、死ぬことを』 と言っていました。パッツィの聖マドレーヌ（sainte 

Madeleine de Pazzi）は、『死ぬことではなく、苦しむことを』 と言っていたのです。また、

十字架の（当時‐和訳者補足）福者ヨハネは、『御身の為に苦しみ蔑まれる事を』 と言

っていましたし、他の多くの聖人たちは、我々が彼らの伝記で読む様に、同じ言葉で話

しました。神を信じて下さい、我が兄弟たちよ： 私たちが神の為に喜んで苦しむ時、あ

らゆる種類の人にとって、『十字架は、聖霊曰く、あらゆる種類の喜びの原因となるのだ』。



十字架の喜びは、あらゆる種類の財産によって満たされる百姓のそれより； ‐王座に就

かされる百姓の喜びより； ‐無数の黄金を獲得する商人の喜びより； ‐勝利を収める軍

隊の将軍たちの喜びより； ‐足かせから解放される囚人たちの喜びより； ‐最後に、

我々が想像するこの世における全ての最大の喜びより大きいのです： つまり、立派に

苦しんでいる、十字架に釘付けられた人の喜びは、これらの喜びを含有していると共に、

それら全てを凌駕しているのです。 

 

【3．『これほど輝かしいものはない』】 

 

35. ですから、神があなた方に何らかの優れた十字架をお告げになる時には、喜んで

歓喜に身震いして下さい； 何故なら、天において、さらに神において最も偉大なものが、

気づかぬ内に、あなた方の上に降って来るからです。十字架という神の偉大な贈り物

が！もしこれを理解するなら、あなた方は幾つもの御ミサを依頼し、聖人たちの墓でノベ

ナを行い、この神の贈り物を天から獲得する為、聖人たちが行ったように、長い旅を計

画するのですが。 

 

36. 人々はこれを狂気、恥辱、愚かさ、無分別、軽率と呼びます； これらの盲目的な

人々には言わせておいて下さい： 十字架を人間として、また全く歪んで眺めさせてしま

う彼らの失明は、私たちの栄光の一部をなしているからです。彼らが侮辱や迫害により

何らかの十字架を私たちに与える度毎に、彼らは私たちを王座に就かせ、栄光の冠を

被せてくれます。 

 

37. いやそれどころか、聖ヨハネ・クリゾストムは言っています、専制君主や皇帝たちの

全財産、全ての名誉、全支配権、全ての輝かしい冠も、十字架の栄光とは比較のしよう

がなく； それらは使徒や聖書記者の名誉を凌いでいると。『もし私に選択の自由がある

なら、‐聖霊に照らされたこの聖なる人はさらに言います‐天の神の為に耐える為、私は

喜んで天国を去るだろう。私は天国の王座より、独房と監獄を選ぶだろう： 私はセラフ

ィムたちの栄光を、最も偉大な十字架の栄光ほど欲していないからだ。私は、悪魔たち

に命令し、自然を揺さぶり、太陽を止め、死者に生命を与える奇跡の賜物を、苦悩の名

誉ほど高く評価しない。聖ペトロと聖パウロは、第三天にまで上げられ、天国の鍵を授か

るより、独房の中で足かせ状態にある方が、より輝かしいのである。』 

 

38. 実際、『イエズスの御名によって、天、そして地上、さらに地獄の誰もが、屈従するよ

うに、あらゆる名誉に優る名誉』をイエズス・キリストに与えてくれたのは十字架ですよ

ね？正しく苦しむ人の栄光というものは非常に偉大でありますから、天国や、天使たち、

また人間たち、さらに天の神でさえ、それをまるで最も華々しい光景でもあるかのように



喜んで観想しており、もし聖人たちに希望があるとすれば、それは何らかの十字架を担

いにこの世へ戻って来るという事でしょう。 

 

39. しかしもしこの栄光がこの世においてでさえ偉大であるとするなら、天においてこの

人が獲得するそれは一体いかなるものとなるでしょう？正しく担われる十字架のたった

一つの機会を我々にもたらしてくれるこの『栄光の永遠の重み』をいつ誰が説明し、そし

て誰が理解するでしょうか？十字架と苦しみの一年、時には全生涯が天国にもたらす栄

光というものを誰が理解するでしょうか？ 

 

40．我が親愛なる十字架の友よ、天は間違いなくあなた方を、何か偉大なものの為に

準備している、とある聖人は言っています、なぜなら聖霊は、万人が細心の注意を払っ

て避けているものにおいてあなた方をいとも親密に団結させるからです。間違いなく神

は、あなた方が自分の召命に忠実で、自分の十字架を、イエズス・キリストが担われた

様に、正しく担うなら、あなた方が十字架の友となるのと同じ数だけの聖人及び聖女た

ちを生み出したいとお考えなのです。 

 

【D．『そして私に従いなさい！』】 

 

41．しかし苦しむだけでは十分ではありません： 要するに悪魔や世俗には殉教者がい

るのです； しかしイエズス・キリストの足跡に倣って苦しみ、自分の十字架を担わなけれ

ばなりません： 『sequatur me』、私に従いなさい！つまり彼がそれをお担いになったよう

にです；‐それで、以下のものは、その為にあなた方が守らなければならない規則です： 

 

【十四の規則】 

 

【故意にかつ自身の過失から十字架を手に入れてはならない。】 

 

42. 規則一 故意にかつあなた自身の過失から十字架を手に入れてはいけませんし；

善が生じるよう悪を行ってはならず； 特別な＜聖霊の＞霊感もなく、人々の軽蔑を我

が身に招こうと、不適切な方法で諸事を行ってはなりません。むしろ全ての事柄を立派

に為されたと言われているイエズス・キリストに、自己愛あるいは虚栄心からではなく、神

を喜ばせ、隣人を獲得する為、倣わなければなりません。しかも、もしあなた方が自分の

職務を全力で果たすなら、あなた方の意志に反して、またあなた方の好みとは無関係

に、神の御摂理があなた方にお送り下さる反対や迫害、そして侮辱にも事欠く事はない

でしょう。 

 



【隣人の利益を考慮せよ。】 

 

43. 規則二 もしあなた方が、都合悪く、隣人の憤慨する、良くも悪くもない事をしてい

るのであれば、小さき者たちのこの憤慨を止めさせる為に、それを愛徳によって控えて

下さい； そうすれば、あなた方がこの機会にする愛徳の英雄的行為は、あなた方がし

ていたか、したいと望んでいた事より無限に価値があります。しかしながら、もしあなた方

が行っている善が隣人にとって必要、もしくは有益であるならば、それからもしある偽善

者又は意地の悪い人が、運悪くそれに憤慨するのであれば、自分の行っている事が大

多数の隣人には必要で大いに有益であるかどうかを知る為、賢明な方の意見を求めて

下さい； そしてもしこの判事が然りと判断するなら、それを継続して、あなた方の行う事

に干渉さえしないなら、彼らには言わせておいて下さい。そしてこの場合、御自分の御

言葉と御業に律法学者とファリサイ人たちが憤慨していたと教えに来た弟子たちの何

人かに我らの聖主がお答えになった事： 『彼らを放っておきなさい、彼らは盲人であ

る。』と回答して下さい。 

 

【聖人たちの卓越した聖徳を、自分はそこに到達していると主張せずに、感嘆せよ。】 

 

44. 規則三 ある聖人たち及び偉大な人物たちが、滑稽な行ないを以て、十字架や軽

蔑、さらに侮辱を求め、探すどころか獲得しさえしたとは言え、彼らの霊魂における聖霊

の特別な働きだけに礼拝を捧げ感嘆しましょう。そして、これらの素早い鷹や吼えたける

獅子たちに及びもしない、意気地なしの青二才でしかない私たちは、大胆にも非常に

高く飛ぶ事をせずに、極めて卓越した彼らの聖徳を前に、遜りましょう。 

 

 

【十字架の上智を神に求めよ。】 

 

45. 規則四 にもかかわらず、あなた方は十字架の上智を求めて良いどころか、求めな

ければならなりません。それは最も隠された玄義、とりわけ十字架の玄義を信仰の光の

中で理解させてくれる、味わい深くも実験に基づいた真理に関する知識であり、過酷な

労働、極度の屈辱、さらには熱心な祈りを以てしか手に入れないものなのです。もしあ

なた方が、最も重い十字架を担わせてくれる、この主要な精神を必要とするなら； 霊

魂の上級部において、最も多く滴っている苦汁をなめさせてくれる善良で柔和な精神を

必要とするなら； 神以外何も探し求めない聖にして真っ直ぐな精神を必要とするなら； 

万事を含有する十字架の知識を必要とするなら； 要するに、その正しい活用が、霊魂

を神の友情への参加者とする無限の宝物を必要とするなら、この上智を求めて下さい、

絶えず、力強く、躊躇せずに、それを手に入れないのではないかという恐れを抱かずに



これを求めて下さい、そうすれば、あなた方はそれを確実に手に入れるでしょうし、その

上、どのように人間は十字架を望み得るか、探し求め得るか、また評価し得るかを、経

験を通じて、明瞭に理解するでしょう。 

 

【取り乱す事なく、自身の過ちについて遜（へりくだ）れ。】 

 

46. 規則五 無知によるどころか、自身の過ちによって、何らかの十字架を生み出して

しまう幾らかの大間違いをあなた方がやらかしてしまう時、神の力強き御手の下に、故

意に取り乱す事なく、例えば、心の中で：『聖主よ、これが私の熟練技なのです！』と言

いながら、直ちにそれについて遜って下さい。そしてもし、あなた方の犯した過ちに罪が

あれば、それが原因で天罰として自分に戻って来る屈辱を迎え入れ； もしそこに罪が

全くないなら、自らの高慢に対する辱めとして、この屈辱を迎え入れて下さい。しばしば、

いやむしろ、非常に頻繁に、神はご自分の恩寵において最も高くされた、御自身のいと

も偉大な僕たちが、最高に屈辱的な過失を犯す事をお許しになります。それは神が彼

らにお与えになる恩寵と、彼らの行う善行とに関する思い上がった見方や考えを、『如何

なる被造物も』、聖霊の言われるように、『神の御前で自慢しない』よう、彼らから取り除く

為なのです。 

 

【神は我々を浄める為にお辱めになる。】 

 

47. 規則六 アダムの罪と我々の自罪によって、あなた方の内にあるものは全て堕落し

ており、しかもそれは単に肉体の諸感覚だけに留まらず、霊魂の全能力にも及んでいる

という事、また我々の堕落した知性が、我々の内にある神からのある賜物を、熟慮と自

己満足を以て眺める時、この賜物、その働き、そしてその恩寵は、完全に汚され堕落し

たものとなり、神は御自身の神的な御目をそれからお背けになるという事を十分確信し

て下さい。もし人間の知性の視線と思いが、人間の最高の行為と神の特上の賜物とを

こうも台無しにするとしたら、知性の働きよりさらに堕落した人間本来の意志の働きはどう

なることでしょうか？そういう訳で、もし神が、人間の視線や人間本来の自意識によって

御自分の愛しい者たちが少しも汚されない為に、彼らを御自分の御顔の内奥に（dans 

les secrets de sa face）隠すのをお楽しみになるからと言って驚いてはなりません。彼ら

をこのようにして隠す為、この嫉妬深き神は何も容認されず、また何もされませんよう

に！彼はどれだけの辱めを彼らにお与えになるでしょうか？神はどれだけ多くの過失に

彼らが陥るままにされることでしょう！神は、聖パウロと同様に、どれだけ誘惑を、彼らが

襲われるようにと、お許しになるでしょうか！彼は何という疑念、闇、困惑を彼らにお残し

になることでしょう！おお！御自分の聖人たちにおいて、また彼らを謙遜と聖性に導く為

の彼がお持ちの手段において、神は何と素晴らしい方なのでしょう！ 



 

【自身の十字架の中にあって、傲慢の罠を避けよ。】 

 

48. 規則七 ですから、高慢で自惚れの強い信心家たちの様に、自分たちの十字架は

大きいだとか、それらは自分たちの忠実さの試金石なのであって、自分たちに対する神

の特別な愛の印だなどと考えないよう十分に気を付けて下さい。この霊的傲慢の罠は、

非常に繊細かつ優美ではあっても、毒を含んでいるのです。あなた方は以下の事を信

じなければなりません： つまり、1）自分の傲慢さと脆（もろ）さは、藁（わら）を梁（はり）と

思わせ；虫刺されを傷口と； 鼠（ねずみ）を象と； 軽はずみな言葉や、真理に含まれる

些細な事柄を耐え難い侮辱や残酷な放棄だと思わせるという事； さらに 2）神があなた

方にお送りになる十字架は、実際に、あなた方に対する（神の）特別な好意の印である

というよりは、むしろ、あなた方の罪に対する愛情に満ちた罰であるという事； そして 3）

あなた方の攻撃した、何一つ汚れを知らない、神の聖性を通してのみ； またあなた方

の罪の外観を目の当たりにするという苦悩により死にかけ、打ちひしがれておられる神を

通してのみ； あなた方が千度、いや恐らくは十万度も値した永遠の地獄を通してのみ

眺めなければならないあなた方の罪の数と大きさを考慮に入れ、神はあなた方にお送り

になる何らかの十字架や辱めを無限に容赦して下さっておられるという事； そして 4）あ

なた方の小さな思いやりの目撃者や、秘かな慰めの追求、あなた方の友人たち、又は

恐らくあなた方の指導者へのごく自然な接近、非常に巧みで素早い言い訳や、極めて

上手く表現されており、大そう親切に発音される、あなた方に悪を行った人についての

愚痴というよりは悪口、自分の不幸に関する回想や微妙な自己満足、さらにあなた方は

大物であるというルチファー由来の確信など、あなた方が思っている以上に人間的かつ

本能的なものを、自分が苦しんでいる時に伴う忍耐に混入しているという事をあなた方

は信じなければならないのです。本能の紆余曲折をここで描写しなければならないとし

たら、私は決してそうしないでしょう、苦しみの中にあってもです。 

 

【大きな苦しみより、小さな苦しみを活用せよ。】 

 

49. 規則八 またそれ以上に、大きな苦しみよりも小さな苦しみを活用して下さい。神は

我々の苦しみ方ほど苦しみをご覧になりません。多く苦しむ事と悪く苦しむ事は、滅びる

者として苦しむ事であり； 多くそして勇敢に、但し悪い理由から、苦しむ事は、悪魔の殉

教者として苦しむ事であり； 神の為に、多くあるいは少なく苦しむ事は、聖人として苦し

む事になるのです。 

  

 我々は十字架を選べるという事が真実だとしたら、それは特に、小さく取るに足りない

十字架が、大きく輝かしい十字架と対比して現れるならば、それを選んでも良いという事



なのです。というのも、人間本性の傲慢さは、大きく輝かしい十字架を要求し、追求し、

それどころかそれを選んで抱擁さえするからです； しかし小さく取るに足りない十字架

を選び、かつそれを歓喜して担う事は、大いなる恩寵と、神に対する偉大な忠実との効

果でしかあり得ないのです。ですから、商人が帳場（ちょうば＝カウンター）に向かってす

る様にして下さい： つまり、（与えられた）十字架が蝿（はえ）かピンの一刺し、隣人のち

ょっとした欠点、無視による小さな侮辱、金銭の僅かな損失、霊魂内の些細な心配事、

微かに感じる身体の倦怠感、あなた方の手足のどこかにある微々たる痛みなどでしか

ないなら、それら全てを活用し、この真の十字架の極僅かな小片を見逃さないようにし

て下さい。食料品店の店主がする様に、全てを活用して下さい、そうすれば、この店主

が店内の帳場にあるドゥニエ貨（フランスの古銭）の上にドゥニエ貨を重ね置きするうち

に、金において裕福になるのと同じ様に、あなた方はやがて神において裕福になるでし

ょう。あなた方に訪れる最も些細な災難に対しては、『神は賛美せられさせ給え！我が

神よ、われ御身に感謝し奉る』 と言って下さい； 次に、あなた方が獲得したばかりの十

字架を、あなた方の帳場のようなものである、神の記憶の中に隠して下さい、そして『心

から感謝し奉る』 あるいは 『憐み給え』 と言う時以外は、それについてもう思い出して

はいけません！ 

 

【感情的ではなく、理性的かつ超自然の愛を以て、これらの十字架を愛せよ。】 

 

50. 規則九 十字架を愛するよう誰かがあなた方に言う時、その人は人間本性にとって

耐え難い、感情的な愛について話しているのではありません。ですから、三つの愛を正

しく区別して下さい： つまり感情的な愛、理性的な愛、忠実かつ最高の愛； 換言する

なら、肉欲である下級部の愛、理性である上級部の愛、そして最上級部の愛、または信

仰により照らされた知性たる、霊魂の頂の愛です。 

 

51. 神はあなた方に、肉体の意志を以て十字架を愛するようお求めにはなりません。肉

体は完全に堕落し罪に染まっているので、そこから生ずる一切のものは腐敗しておりま

すし、さらにこの肉体は、神の聖旨や十字架に釘づける神の法に自力で服従する事が

出来ません。だからこそ、それについて聖主がオリーブの園で話された時、『聖父よ、私

の意のままにではなく、あなたの聖旨が行われますように！』 とお叫びになったのです。

もし、イエズス・キリストにある人間の下級部が、聖なるものではあったとはいえ、十字架

を絶えず愛する事が出来なかったならば、ましてや、完全に堕落している私たちのそれ

は十字架を拒絶してしまうでしょう。実のところ、幾人もの聖人たちが感じたのと同様に、

自分が苦しんでいるものに対し、時には感情的な喜びさえ覚える事が私たちには出来

ます； しかしこの喜びは、肉体の中にありながら、肉体からは生じません； それはまさ

に、聖霊の神的な喜びに著しく満たされた、人間の上級部からしか生じないものであり、



この上級部がそれを下級部にまで及ばせているのです。その結果、最も苦悩する人（聖

王ダビデ）には、『私の心と肉体は、活ける神において歓喜に身震いした！』（詩８３．３）

と言う事が出来るのです。 

 

52．私が理性的と呼ぶ十字架に対するもう一つの愛があり、それは理性である人間の

上級部の中にあります。この愛は完全に霊的であって、さらに、それは私たちが神の為

に苦しむ事によって得る幸福の認識から生ずるので、霊魂によって知覚可能であるどこ

ろか、認識可能であり、霊魂を内的に喜ばせると共に、それを強めてくれます。但し、こ

の理性的かつ認識可能な愛は、喜びを以てまた完璧に（divinement）苦しむ為には必

ずしも必要ではありません。 

 

53．ですから、霊的生活の大家たちの言う、霊魂の絶頂にして頂点というもう一つ別の

愛‐又は、哲学者たちの言う、知性のそれがあり、‐それによって、悲鳴を上げ、呻き、

泣き、安息を求めている、（霊魂の）下級部において、私たち皆がしばしば争い、不安に

陥っているとはいえ、一切の喜びを感覚に於いて感じる事や、一切の理性的楽しみを

霊魂に於いて気づく事がなくとも、純粋な信仰の見方を通して、自分の担う十字架を愛

し味わいますので、私たちはキリストと共に『父よ、私のではなく、あなたの御旨が行われ

ますように！』 と口にするか、あるいは聖なる童貞（聖母）と共に『我は聖主のつかいめ

なり、仰せの如く我になれかし！』 と口にするのです。 

 

 私たちは、上級部にあるこれら二つの愛の内のこの一つによって十字架を愛し、快くそ

れを引き受けなければなりません。 

 

【例外を設けず、手当たり次第に、あらゆる種類の十字架を耐え忍べ。】 

 

 

54. 規則十 親愛なる十字架の友よ、例外を設けることなく、手当たり次第に、あらゆる

種類の十字架： つまり、あらゆる貧しさ、あらゆる不正、あらゆる喪失、あらゆる病気、あ

らゆる屈辱、あらゆる反対、あらゆる中傷、あらゆる無味乾燥、あらゆる孤独、あらゆる内

的及び外的苦しみを、『私の心は覚悟が出来ています、私の神よ、私の心は覚悟が出

来ています』 と絶えず言う事によって、耐え忍ぶ覚悟をして下さい。ですから、人間と天

使たちから見捨てられ、神御自身と同様に； 全ての人から迫害され、裏切られ、中傷

され、名誉を棄損され、見捨てられる覚悟をすると共に； 擦り付けられる犯罪、飢えや

渇き、物乞い、裸、国外追放、投獄、さらに、絞首刑やあらゆる種類の拷問を、自分とは

関わりのないものだったとしても、耐え忍ぶ覚悟をして下さい。最後に、ヨブやハンガリー

の女王である聖エリザベトの様に、自身の富と名誉を失い、自宅の外に放り出された末、



この聖女同様、泥の中に放り込まれ、そして酷い悪臭を放ち、潰瘍に覆われたヨブ同様

に、傷口を覆う布きれや、馬や犬には誰も拒まないであろう、食用のパンの一切れも与

えてもらえずに、堆肥の上を引きずられ、神が極僅かな感覚的慰めもあなたの霊魂にお

注ぎにならず、これらの極限的不幸と共にあなたを悪魔のあらゆる誘惑の餌食として放

っておかれるのを想像して見て下さい。これこそが真実にして完璧な十字架の友の神

的栄光と本物の至福の絶頂なのだと固く信じて下さい。 

 

 

正しい苦しみの四つの刺激物 

 

55．規則十一 正しく苦しむ為に、四つの事に目を向ける聖なる習慣を身に付けよ： 

 

【1. 神の御目】 

 

 第一に、偉大な王の様に、塔の高みから、戦う兵士を、満足とその勇気に対する称賛

を以て、お眺めになる神の御目。神はこの世で何をお眺めになるのでしょうか？王座に

就く王や皇帝たちでしょうか？神は彼らをしばしば軽蔑を以てしかお眺めになりません。

では、国軍の大勝利や宝石、要するに、人間の目にとって偉大な事柄でしょうか？人間

の目にとって偉大な事も、神の御前では忌まわしいものなのです（ル 16，15）。それでは、

彼は何を喜びと満足を以てご覧になり、またそれについて天使や悪魔からでさえも情報

をお求めになるのでしょうか？‐それは神の為に、富、世俗、地獄、そして自分自身と戦

う人、つまり自分の十字架を喜んで担う人です。聖主はサタンに言います、お前は全天

が驚きを込めて眺める偉大な驚異を地上に見なかったのか； 私の為に苦しむ『私の僕

であるヨブをお前は見なかったのか？（ヨ 2、3）』 と。 

 

【2. 神の御手】 

 

56. 第二に、最も大きいものから最も小さいものに至るまで、私たちに生じる自然界のあ

らゆる悪をもたらす、力強き聖主の御手を眺めて下さい。十万人の軍隊を打倒したまさ

にその御手が、木の葉やあなた方の頭髪を落ちさせるのであり； 荒々しくヨブにお触に

なられたまさにその御手が、自らもたらす小さな悪を通して優しくあなた方に触れるので

す。それと同じ御手によって、彼は昼と夜、太陽と闇、善と悪を形成します； しかしなが

ら聖主は、誰かがあなた方を怒らせる為に犯す罪をお許しになったのであり； さらに言

えば、聖主はこの罪の悪意を生じさせたのではなく、この罪の行為をお許しになったの

です。 

 



 ですから、シメイがダビデ王にしたのと同様に、シメイの様な人があなた方に罵詈雑言

を浴びせかけ、石を投げつけるなら（サ下 16，5‐11）、それについて自分自身にこう言っ

て下さい： 『報復は一切してはならない、放っておこう、何故なら聖主は、私にこう振る

舞うよう彼にお命じになったからだ。私はあらゆる侮辱に値するし、神は正義に基づいて

罰しておられると私は知っている。止まれ、私の腕よ； 私の舌よ、止まれ； 一発も殴る

な、一言も発してはならない。この男あるいはこの女は、私に罵詈雑言を浴びせるか私

を侮辱する； しかし、彼らは神の御憐みの御名の下に、穏便な裁きを下す為に現れる、

神の使節なのだ。神の復讐権を奪う事によってその正義を刺激してはならない； この

御憐みが私たちを永遠の純然たる正義へと、復讐する為に、送還するのを恐れて、非

常に愛情のこもった神の鞭打ちに抵抗する事によりこの神の御憐みを軽蔑してはならな

い。』 全能かつ無限に賢明な神の一方の御手を眺めて下さい、それはあなた方を支

えるのに対し、もう一方の御手はあなた方を叩きます； 彼は一方の御手で屈辱をお与

えになるのに対し、もう一方の御手で元気づけられるのです； 彼はあなた方を低くされ

るのに対し、彼は高くされます、そして御自身の二本の御腕で、彼は静かに、かつ力強く、

人生の始めから終わりまで、あなた方のもとに到達されるのです： 静かに到達されると

は、あなた方が自分の力以上に誘惑されたり、悲しんだりするのをお許しになる事によっ

てであり、力強く到達されるとは、この誘惑と悲嘆の強さや持続期間に相当する強力な

恩寵であなた方をお助けになる事によってです； さらに力強く到達されるとは、神が御

自分の聖なる教会の（聖）霊を通して言われている様に、あなた方の為に御自ら『絶壁

の縁の支え、さ迷う道中の伴、焼き尽くす暑さの中の涼しさ、身を濡らす雨と凍えさせる

寒さの中の衣類、疲労困憊時の馬車、危うい歩行時の杖、破壊と遭難により生命を脅

かす嵐の中の避難港。』 となる事によってです。 

 

【3. 十字架に釘付けにされたイエズス・キリストの御傷と御苦悩】 

 

57．第三に、十字架に釘付けにされたイエズス・キリストの御傷と御苦悩をご覧下さい。

彼御自らあなた方にこう言っておられます： 『私が通過した、棘があり、十字架に釘付

けられた道を通る全ての者よ、眺めそして見よ： つまり、あなた方の体験する貧しさ、あ

なた方のさらす裸、あなた方の受ける軽蔑、あなた方の忍ぶ苦悩、あなたの味わう孤独

が私のものと似ているかどうかを、あなた方の身体の目で眺め、あなた方の観想の目で

見よ； 私を見よ、罪なきこの私を、そして自分を嘆け、咎むべき自分を！』 十字架に

釘付けにされたイエズス・キリストに対するこの視線と同じ視線を、聖霊は、使徒たちの

口を通じて、私たちにお命じになっており； 私たちの敵にとって、他の如何なる軍隊より

も突き刺すようで恐ろしい、この思いで武装するよう私たちにお命じになっておられるの

です。あなた方が、貧しさ、惨めさ、苦悩、誘惑、さらにそれ以外の十字架に攻められる

度に、盾、鎧、兜、諸刃の剣、すなわち、十字架に釘付けにされたイエズス・キリストに



対する思いで武装して下さい。以上が、あらゆる困難の解決法であると共に全ての敵に

対する勝利なのです。 

 

【4. 上に、天国； 下に、地獄】 

 

58．第四に、もしあなた方が自分の十字架を正しく担っているならば、上にある天国であ

なた方を待っている美しい冠を眺めて下さい。私たちに値する、下にあるあの場所を見

て下さい、さらにこの地獄で、かの悔い改めない盗賊や、神から見放された者たちと共

に私たちを待っている者たちを眺めて下さい。太祖及び予言者たちを信仰と迫害にお

いて支え； 使徒と殉教者たちを彼らの使徒職と受けた責苦の中で元気づけたのはこ

の報酬なのです。太祖たちはモーゼと共に、『私たちは望む、永遠に神と共に幸福であ

る為に、神の民と共に悩まされる事を望む。』 と言い、予言者たちはダビデと共に、『罪

である快楽を暫し楽しむより、私たちは、あの報酬故に大いなる迫害を耐え忍ぶ。』 と

言っておりましたし、使徒や殉教者たちは聖パウロと共に、『この僅かな苦しみのひと時

が我々の内にもたらす、永遠の栄光の無限の重さ故に、私たちは死に定められた生け

贄の様であり、私たちの苦しみ故に、世間、天使、そして人間たちの見世物の様であり、

世の芥にして世に呪われた者の様である。』 と言っていたのです。 

  

 『もしあなた方が十字架を正しく担うならば、あなた方に与えられる、十字架の際立っ

た冠を失わぬよう気を付けなさい。あなた方がそれを正しく担わないならば、別の者が

それを正しく担い、あなた方の冠を奪う事になるだろう。』 と、私たちの頭の上で叫んで

いる天使たちを眺めましょう。諸聖人たちは私たちに、『忍耐強く耐え忍ぶ事で力強く戦

いなさい、そうすればあなた方は永遠の御国を受けるだろう』 と言っています。最後に、

『私は己の忍耐によって辛抱し打ち勝つ者たけに報酬を与えよう。』 と私たちに言われ

るイエズス・キリストに耳を傾けましょう。私たちが当然値する、下にあるあの場所、つまり、

もし私たちが悔い改めない盗賊や神から見放された者たちの様に、不平不満や恨み、

さらに復讐を伴って耐え忍んでいるなら、その彼らと共に地獄の中で私たちを待ってい

るあの場所を眺めましょう。そして聖アウグスティヌスと共に、『聖主よ、御身が我が罪を

来世でお赦し下さりさえするなら、この世でそれらを罰する為、燃やし、切り離し、刻み、

断ち給え。』 と叫びましょう。 

 

【5. 被造物たちについては決して愚痴をこぼさないこと】 

 

59. 規則十二 あなた方を苦しめる目的で神がお使いになる被造物たちについて、意

図的にかつ不平の声により、決して愚痴をこぼしてはなりません。その為、試練の中では

三種類の愚痴を区別して下さい。‐一つ目の愚痴は、無意識で自然なものです： そ



れは嘆き、溜息をつき、呻き、泣き、悲しむ肉体の愚痴です。私が申し上げた様に、霊

魂がその上級部で神の聖旨に委ねられる時、そこには一つも罪が存在しません。‐二

つ目の愚痴は、理性的なものです： それは、上長や医師の様に、人の苦痛を癒す事

の出来る人々に、自分の感ずる痛みを嘆き、曝け出す時のものです。この愚痴は、余り

夢中になってしまう場合には、不完全となり得ます； しかしこの愚痴は罪ではありません。

‐三つ目の愚痴は、罪深いものです： これは自分を苦しませる隣人の悪を免れる為、

あるいは彼に復讐する為に、この隣人の不平を言う時； 又は自分が苦しんでいる苦悩

についてこぼす愚痴に同意をし、それに癇癪と不平を加えてしまう時に生ずるものです。 

 

【6. 感謝を込めてのみ十字架を頂くこと】 

 

60．規則十三 どんな十字架も、感謝と共に、遜って接吻する事なく頂いてはなりませ

ん； さらに全くの善であられる神が、幾つかのやや大き目の十字架をあなた方にお恵

みになるならば、それについて特別に感謝し、自分に対して起こされた不当な裁判によ

り全財産を失ったにもかかわらず、自分の身に起こった良い出来事を神に感謝する為、

手元に残っていた十スー硬貨で直ちに一回の御ミサを捧げさせた、あの貧しい女性に

倣い、これらの十字架について他の人々に感謝させて下さい。 

 

【7. 自発的な十字架を引き受けること】 

 

61. 規則十四 もしあなた方の協力なしに到来するであろう、最善の、十字架を頂くに

相応しい者になりたいのであれば、優れた指導者の意見を聞きながら、自発的な十字

架を引き受けて下さい。例えば： 幾らか愛着を抱いている不要な家具がご自宅にあり

ますか？それなら、イエズス様がとても貧しい時に、お前は余計なものを欲しがるの

か？と言いつつ、それを貧しい人々に与えて下さい。ある食べ物が嫌いですか？それと

も、ある徳の行いが嫌いですか？ある悪臭が嫌いですか？それなら、その食べ物を味

わい、その徳行に親しみ、その悪臭を嗅ぎ、それらを克服して下さい。さらに、やや行き

過ぎた愛情と熱狂さにより、ある人、ある物が好きなのですか？では、それらを慎み、断

ち、自分を満足させるものから遠ざかって下さい。 

 

 あなた方は生まれつき人と交際する才気をお持ちでなのすか？それとも、行動する才

気ですか？あるいは、人目を惹くそれですか？ある場所に行くそれですか？では、立ち

止まり、沈黙を守り、身を隠し、視線を逸らして下さい。 

 

 ある対象が生まれつき嫌いですか？それはある人ですか？それなら、頻繁にその人

のもとに足を運び、克服して下さい。 



 

62. もしあなた方が真実に十字架の友であるならば、常に巧妙である愛が、このように

小さい千の十字架をあなた方に見出させてくれるでしょうし、またこれらの小さな十字架

によって、しばしば輝かしい十字架を耐える時の忍耐に混入する自惚れを心配する事

なく、あなた方は何時しか豊かになります； そして僅かの事についてこのように忠実で

あれば、聖主は、御自ら約束された通り、多くのものの上にあなた方をお据えになるでし

ょう： つまり、聖主があなた方にお与えになるだろう多くの恩寵の上に、さらに彼があな

た方にお送りになるだろう多くの十字架の上に、そして彼があなた方の為に準備される

であろう多くの栄光の上に . . .  

 

完 

 


